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1.背景 

 滝坂は大規模地すべり地帯であり、古くから集水井工、集排水ボーリング工が行われ

てきた。また、地すべり活動による破断を避けるため、集水管には剛性の強い SGP 管

（ガス管）が採用されている。しかし、この SGP 管は錆びやすく劣化するという問題点

があった。そのため、近年は既設集水管のスライム除去と劣化状況の点検を目的に洗浄

工を実施している。その中で同じ SGP 管を使用していても、地区によって劣化がひど

くボロボロになっている集水管と、表面の錆のみでほとんど劣化していない集水管が

あることが分かった。 

以上の背景から、集水管の劣化原因には地区ごとの地下水成分が関係していると考

え、自主的に既設集水ボーリング工の地下水分析を実施した。本稿では、その分析結果

と、更新工事としてサビレス管を使用した集水ボーリングの再施工を行ったので、その

集水効果について報告する。 

2.洗浄工を通して分かった劣化状況と地下水の分析結果 

 滝坂は、写真 1 に示すよう多くの地すべ

りブロックが複合してできた大規模地す

べり地帯である。その中でも、今回は地区

内で特に劣化が進んでいた湯出野沢地区

集水井（YW-8）と、あまり劣化していなか

った松坂地区集水井（W-4）の地下水を採取

し分析を行った。尚、地すべり活動による

集水管の破損が予測されるため、今回は国

の直轄事業となった平成 8 年以降に実施さ

れた集水ボーリング工より選定した。湯出

野沢 YW-8 に関しては、平成 25 年と比較的

新しく施工したにも関わらず、スライムの

付着や SGP 管の破損が多く確認された。 

写真 1. 滝坂地すべり全体写真 
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 分析の結果、SGP 管の劣化がより進んでいる湯出野沢 YW-8 において、電気伝導率、

硫酸イオン、鉄イオンの成分量が著しく高いことが分かった。水質分析では、電気伝導

率が高いほど不純物を多く含み、鉄イオンの量が多いほど鉄が錆びやすくなることを

示している。以上より、集水ボーリング工における SGP 管の劣化は、地下水内の不純物

である鉄イオンが関係していると考え、それが原因で破損やスライムの付着による集

水管の閉塞を引き起こしていると考えられる。 

 

3.サビレス管を使用した集水ボーリングの再施工 

 今回の工事では、湯出野沢 YW-8 と同様に、既設集水管の劣化が著しかった堰沢地区

集水井（W-9）で SGP 管による集水ボーリング工の再施工を行った。再施工した中でも、

No.17,18,19 孔において集水量が多く観測され、特に No.19 孔での集水量は著しく、一

時は 260ℓ/min もの集水量が観測された。 

写真 2. 既設集水管劣化状況 

（湯出野沢 YW-8） 

写真 3. 腐食で折れた集水管 

（湯出野沢 YW-8） 

表 1. 地下水分析結果 

（左：湯出野沢 YW-8 右：松坂 W-4） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、発注者に集水状況を報告し、試験的に恒久集水管のサビレス管を使用するこ

とになった。このサビレス管は、高耐食メッキ加工されており、地すべりによる破断に

強いだけでなく、錆による腐食や劣化が発生しないことが特徴である。 

 結果として、最後まで集水量は多く、サビレス管を使用したことで恒久的に高い集水

効果を確認できた。全体集水量を比較しても、施工前の 16.20ℓ/min から 61.80ℓ/min と

大幅に増量し、再施工を行ったことでの集水効果は高いと考えられる。 

 

4.まとめと今後に向けて         

  本工事では、滝坂地すべり対策事業の完成

に向けて、新設工事と並行して年月が経過し

た対策事業の更新工事を行っている。その中

で自主的に水質試験を実施した結果、既設集

水管（SGP 管）のスライム付着や劣化原因に

は、鉄イオン等の不純物の影響が考えられる

と分かった。また、現在主流となっている SGP

管に加え、サビレス管を採用することで恒久

的に高い集水効果に繋がることが分かった。 

今後は、必要に応じて水質試験を実施し、

不純物を多く含むような場合には恒久集水

管も併用することで、質の高い更新工事に繋

がると考えられる。しかし、それに伴う材料費の高騰と、それに見合った効果が確認で

きるのかといった問題も発生する。そのため、我々も高い意識を持って施工に取り組

み、劣化状況や集水状況をよく観察し、発注者に報告することが大切であると考える。 

 最後に、阿賀野川河川事務所の皆様、そして各関係者の皆様のご指導ご協力を頂き施

工を行っておりますこと、この場を借りて厚くお礼申し上げます。引き続きご指導をよ

ろしくお願いいたします。 

写真 4. 既設集水管劣化状況 

       （堰沢 W-9） 

写真 5. 試験施工で使用したサビレス管 

（堰沢 W-9 No.19 孔） 

写真 6. 集水ボーリング工完成写真 

（堰沢 W-9 No.12～No.19 孔） 




